
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

7

8

・
福
島
県
か
ら
出
荷
さ
れ
た
牛
肉
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
検
出

13
！

県
内
３
か
所
調
査
の
結
果
稲
わ
ら
か
ら
暫
定
許
容
値
を
上
回
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
検
出

19
！

汚
染
稲
わ
ら
の
給
与
と
汚
染
稲
わ
ら
を
給
与
し
た
肥
育
牛
の
出
荷
自
粛
を
要
請

28
！

原
子
力
災
害
対
策
本
部
長（
内
閣
総
理
大
臣
）か
ら
宮
城
県
知
事
に「
牛
」の
出
荷
制
限
が
指
示

8

19

・
国
か
ら「
牛
」の
出
荷
制
限
の一
部
解
除
、汚
染
稲
わ
ら
の
当
面
の
保
管
・
移
動
等
に
つ
い
て
通
知

24

・
汚
染
稲
わ
ら
非
給
与
農
場
の
肥
育
牛
の
県
内
と
畜
場
で
の
出
荷
・
検
査
開
始

30

・「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
」の
公
布
、一
部
施
行

11

11

・「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
」に
基
づ
く
基
本
方
針
が
閣
議
決
定

H24

3

30

・
国
が「
指
定
廃
棄
物
の
今
後
の
処
理
の
方
針
に
つ
い
て
」を
公
表　

8

10

・
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
候
補
地
の
選
定
手
順
等
に
係
る
市
町
村
説
明
会
を
開
催

10

25

・
最
終
処
分
場
を
県
内
１
か
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
合
意（
第
１
回
市
町
村
長
会
議
）

H25

11

11

・
宮
城
県
に
お
け
る
最
終
処
分
場
候
補
地
の
選
定
手
法
に
合
意（
第
４
回
市
町
村
長
会
議
）

H26

1

20
！

環
境
省
が
詳
細
調
査
の
候
補
地
を
３
か
所
公
表（
栗
原
市
深
山
嶽
、大
和
町
下
原
、加
美
町
田
代
岳
）

（
第
５
回
市
町
村
長
会
議
）

5

26

・
環
境
省
、県
、３
候
補
地
市
町
村
に
よ
る
５
者
会
議
を
開
催（
６
月
ま
で
４
回
）

7

25

・
環
境
省
が
詳
細
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
知
事
に
市
町
村
の
意
見
取
り
ま
と
め
を
依
頼

（
第
６
回
市
町
村
長
会
議
）

8

4

・
知
事
が
市
町
村
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
環
境
省
に
詳
細
調
査
の
実
施
を
要
請

（
第
７
回
市
町
村
長
会
議
）

10

8

・
環
境
省
が
３
候
補
地
で
現
地
調
査（
地
表
地
質
踏
査
）を
開
始

H27

8

28

・
環
境
省
が
３
候
補
地
で
詳
細
調
査
を
同
時
に
試
み
る
が
、住
民
の
反
対
に
よ
り
実
施
で
き
ず

12

13
！

環
境
省
が
現
地
調
査
の
年
内
実
施
を
断
念
、３
市
町
が
そ
ろ
っ
て
候
補
地
返
上
を
表
明

（
第
８
回
市
町
村
長
会
議
）

H28

3

19

・
環
境
省
に
よ
る
現
地
調
査
を
一
時
見
合
わ
せ
、８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
処
理
を
優
先
す
る
こ
と
で

市
町
村
長
が
合
意（
第
９
回
市
町
村
長
会
議
）

6

27

・
県
が
８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
保
管
量
・
放
射
能
濃
度
調
査
を
開
始（
～
10
月
）

11

3
！

県
が
８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
処
理
方
針（
案
）を
提
案（
第
11
回
市
町
村
長
会
議
）

H29

7

15
！

自
圏
域
内
処
理
に
合
意（
第
14
回
市
町
村
長
会
議
）

H30

3

20
！

仙
南
圏
域
で
試
験
焼
却
開
始（
以
降
、黒
川
、石
巻
、大
崎
圏
域
で
も
順
次
実
施
）

11

12
！

石
巻
圏
域
で
本
焼
却
開
始（
以
降
、仙
南
、大
崎
圏
域
で
も
順
次
実
施
）

（平成29年6月時点）26市町村
　　　　　�↓

（令和4年3月時点）13市町

出典：宮城県環境生活部放射性物質汚染廃棄物対策室

気仙沼

登米

栗原

大崎

黒川
石巻

仙南

亘理
名取

わた　り
処理完了自治体

処理中自治体
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平
成
23
年
７
月
、
福
島
県
か
ら
出
荷
さ

れ
た
牛
肉
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
。
県
で
は
、
原

発
事
故
発
生
以
降
に
収
集
さ
れ
た
稲
わ
ら
の

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
暫
定
許
容
値
を
上

回
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
た
め
、

稲
わ
ら
の
給
与
自
粛
と
肥
育
牛
の
出
荷
自
粛

の
要
請
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

平
成
23
年
８
月
に
公
布
さ
れ
た
「
放
射

性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
」
で
は
、
８
０

０
０
Bq
／
㎏
を
超
え
る
国
指
定
の
廃
棄
物
は

「
指
定
廃
棄
物
」
と
し
て
国
が
、
そ
れ
以
外

の
物
は
「
一
般
廃
棄
物
」
と
し
て
市
町
村
が
処

理
す
る
も
の
と
さ
れ
た
も
の
の
、
国
は
、
平

成
24
年
３
月
に
「
指
定
廃
棄
物
の
今
後
の
処

理
の
方
針
に
つ
い
て
」
を
示
し
、
指
定
廃
棄

物
の
保
管
状
況
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
都
道
府

県
に
お
い
て
は
、
必
要
な
指
定
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
等
の
確
保
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

宮
城
県
内
で
は
汚
染
稲
わ
ら
が
誤
っ
て
家

畜
に
給
与
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う「
稲
わ

ら
一
時
保
管
庫
」
を
設
置
し
、
保
管
を
支
援

し
て
き
た
が
、
国
の
方
針
を
受
け
、
平
成
24

年
10
月
に
、
第
１
回「
宮
城
県
指
定
廃
棄
物

等
処
理
促
進
市
町
村
長
会
議
」（
以
下
「
市

町
村
長
会
議
」）
を
開
催
し
、
最
終
処
分
場

を
県
内
１
か
所
に
設
置
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
そ
の
後
、国
主
導
で
も
検
討
が
重
ね
ら
れ
、

平
成
25
年
11
月
に
最
終
処
分
場
の
選
定
手
法

に
つ
い
て
合
意
、
平
成
26
年
１
月
に
環
境
省

か
ら
県
内
３
か
所
の
最
終
処
分
場
候
補
地
が

挙
げ
ら
れ
た
。
環
境
省
は
平
成
26
年
10
月
に

現
地
調
査
に
入
っ
た
が
、
平
成
27
年
８
月
の

詳
細
調
査
は
住
民
の
強
い
反
対
に
遭
い
実
施

で
き
ず
、
平
成
27
年
12
月
に
は
３
市
町
が
そ

ろ
っ
て
候
補
地
返
上
を
表
明
。
指
定
廃
棄
物

処
理
に
関
す
る
議
論
の
継
続
は
困
難
と
な
っ

た
。国

に
よ
る
処
理
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
、

平
成
28
年
３
月
、
県
と
全
市
町
村
は
８
０
０

０
Bq
／
㎏
以
下
の
廃
棄
物
の
処
理
を
優
先
す

る
こ
と
で
合
意
。
こ
れ
を
受
け
、
県
は
同
年

６
月
か
ら
10
月
ま
で
処
理
対
象
と
な
る
廃
棄

物
の
量
と
放
射
能
濃
度
の
調
査
を
実
施
し
、

11
月
に
処
理
方
針（
案
）を
提
案
し
た
。
平
成

29
年
７
月
、
県
と
市
町
村
は
自
圏
域
内
処
理

で
合
意
、
平
成
30
年
３
月
か
ら
は
仙
南
、
黒

川
、
石
巻
、
大
崎
の
４
圏
域
に
お
い
て
試
験

焼
却
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
仙
南
、
石
巻
、

大
崎
圏
域
で
の
本
焼
却
や
、
そ
の
他
の
地
域

で
の
農
林
地
還
元
に
よ
り
、
汚
染
廃
棄
物
の

処
理
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
震
災
発
生
後

10
年
以
上
を
経
た
令
和
４
年
３
月
時
点
で
も
、

一
部
市
町
で
は
、
住
民
と
の
間
で
処
理
に
関

す
る
十
分
な
合
意
は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
最

終
的
な
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

環境放射線等対策くりはら市民会議（平成24年2月） 稲わら保管ハウス（栗原市）

福島第一原子力発電所事故の影響で汚染された
廃棄物の内訳（総量40,036t）

（平成29年6月公表）

出典：東日本大震災～復旧・復興に係る
宮城県農林水産部対応の記録（宮城県）

稲わら一時保管庫設置状況
区分 H23年度 H24年度 H29年度 計

大河原 3 1 4

大崎 23 9 1 33

栗原 3 10 13

登
と め

米 30 9 39

石巻 5 0 5

合計 64 29 1 94

（単位：棟数）

農林業系廃棄物を保管する市町村数

指
定
廃
棄
物
・
８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
廃
棄
物
の
処
理

45

Ⅶ
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
・
再
生

Ⅶ
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
・
再
生
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暫
定
許
容
値
を
上
回
る
数
値

平
成
23
年
７
月
～
12
月

稲
わ
ら
の
放
射
性
物
質
検
査
と
給
与
自
粛
要
請

平
成
23
年
７
月
、
福
島
県
か
ら
東
京
都
に
出
荷
さ
れ

た
牛
肉
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

が
検
出
さ
れ
た
。
原
因
は
原
発
事
故
発
生
後
に
宮
城
県

か
ら
収
集
さ
れ
た
稲
わ
ら
を
給
与
し
て
い
た
こ
と
と
さ

れ
た
た
め
、
県
で
は
急
き
ょ
、
原
発
事
故
発
生
以
降
に

収
集
さ
れ
た
稲
わ
ら
の
放
射
性
物
質
の
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
調
査
し
た
３
点
か
ら
暫
定
許
容
値
を
上

回
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
、
県
で
は
原
発
事

故
発
生
後
に
収
集
さ
れ
た
稲
わ
ら
に
つ
い
て
、
肥
育
牛
、

乳
用
牛
へ
の
給
与
の
自
粛
と
稲
わ
ら
を
給
与
し
た
肥
育

牛
の
出
荷
自
粛
要
請
を
行
っ
た
。
ま
た
、
一
刻
も
早
い

肥
育
牛
の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
、
県
は
肥
育
農
家
の

全
戸
検
査
を
行
い
、
汚
染
稲
わ
ら
の
給
与
状
況
を
調
査

し
た
。

 

畜
産
課
職
員

「
そ
れ
ま
で
は
牧
草
が
専
ら
検
査
の
対
象
だ
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
稲
わ
ら
が
７
月
に
な
っ
て
突
然
出
て
き

て
、
調
べ
て
み
る
と
か
な
り
濃
度
が
高
か
っ
た
ん
で

す
ね
。
牧
草
の
比
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」

 

東
部
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員

「
肥
育
農
家
の
方
を
全
て
実
際
に
訪
問
し
て
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
繁
殖
農
家
と
か
酪
農
家
を
全
て
。

獣
医
師
や
畜
産
技
術
職
員
と
役
場
、
農
協
さ
ん
に
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
、
全
戸
巡
回
し
て
回
り
ま

し
た
。
全
然
食
べ
さ
せ
な
か
っ
た
農
家
、
敷
料
に
だ

け
使
っ
て
い
た
農
家
、
食
べ
さ
せ
た
農
家
と
い
う
よ

う
に
時
期
と
汚
染
濃
度
で
区
切
っ
て
、
食
べ
さ
せ
な

の
候
補
地
を
３
箇
所（
栗
原
市
深
山
嶽
、
大
和
町
下
原
、

加
美
町
田
代
岳
）公
表
し
た
。

 

循
環
型
社
会
推
進
課
職
員

「
平
成
24
年
３
月
に
環
境
省
の
方
か
ら
『
指
定
廃
棄

物
の
今
後
の
処
理
の
方
針
に
つ
い
て
』
と
い
う
処
理

方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、『
指
定
廃
棄

物
は
国
の
責
任
で
処
理
し
ま
す
』
と
公
表
し
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、
１
回
目
の
市
町
村
長
会
議

を
県
主
催
で
開
催
し
、
そ
こ
で
『
国
の
方
針
に
従
っ

て
、
県
内
で
も
処
分
場
１
か
所
を
作
り
ま
し
ょ
う
』

と
い
う
こ
と
で
合
意
を
得
て
進
ん
で
き
ま
し
た
」

「
そ
れ
ま
で
は
、
淡
々
と
手
順
を
踏
ん
で
や
っ
て
き

た
ん
で
す
け
ど
、
３
候
補
地
が
出
て
か
ら
は
、
マ
ス

コ
ミ
の
方
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
し
、
我
が
事
で
捉
え
る
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
そ
の
３
市
町
の
住
民
の
方
か
ら
も
『
な
ん
で

だ
』
っ
て
話
が
当
然
出
て
き
ま
し
た
の
で
。
そ
こ
か

ら
は
大
変
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

知
事
が
市
町
村
の
意
見
を 

取
り
ま
と
め
る
も
…

平
成
26
年
５
月
～
平
成
27
年
８
月

環
境
省
が
候
補
地
の
詳
細
調
査
へ

３
候
補
地
の
住
民
か
ら
反
対
の
声
が
強
ま
り
、
会
議
の

調
整
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
中
、
知
事
の
命
に
よ
り
、
県

が
市
町
村
と
国
の
仲
立
ち
を
す
べ
く
、
平
成
26
年
５
月

か
ら
、
環
境
省
、
県
、
３
候
補
地
市
町
村
に
よ
る
５
者

会
議
を
開
催
し
た
。
会
議
は
４
回
開
催
さ
れ
た
が
、
議

論
は
平
行
線
を
た
ど
り
、
７
月
か
ら
は
再
び
市
町
村
長

会
議
に
議
論
の
場
を
戻
し
た
。
当
会
議
に
は
環
境
大
臣

が
出
席
し
、
知
事
に
市
町
村
の
意
見
の
取
り
ま
と
め
を

依
頼
。
そ
れ
を
受
け
、
８
月
、
県
が
主
催
し
た
第
７
回

市
町
村
長
会
議
で
国
の
詳
細
調
査
を
受
け
る
こ
と
を
市

町
村
長
の
総
意
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。
し
か
し
、
10

か
っ
た
所
は
８
月
か
ら
、
敷
料
に
だ
け
使
っ
て
い
た

所
が
９
月
か
ら
、
濃
度
の
薄
い
も
の
を
使
っ
て
い
た

所
は
10
月
か
ら
と
い
う
よ
う
に
解
除
し
て
12
月
ま
で

に
は
全
部
の
農
家
が
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」汚

染
物
保
管
へ
の
抵
抗
の
中
で

平
成
23
年
９
月
～
平
成
24
年
末

汚
染
稲
わ
ら
の
一
時
保
管
場
所
の
確
保
・
設
置

宮
城
県
は
米
の
副
産
物
で
あ
る
稲
わ
ら
の
生
産
量
が

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
県
外
に
も
出
荷
し

て
い
た
。
県
で
は
、
汚
染
稲
わ
ら
が
誤
っ
て
飼
料
と
し

て
給
与
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
県
内
畜
産
業
の
風
評
被

害
を
払
拭
す
る
た
め
、
関
係
市
町
の
協
力
を
得
な
が
ら
、�

汚
染
稲
わ
ら
の
飛
散
防
止
措
置（
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

る
汚
染
稲
わ
ら
の
被
覆
）を
行
い
、
一
時
保
管
場
所
の
確

保
と
設
置
を
現
場
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
た
。
そ
う
し

た
中
で
登
米
市
は
、
一
度
汚
染
物
と
し
て
の
レ
ッ
テ
ル

を
張
ら
れ
た
稲
わ
ら
を
保
管
す
る
こ
と
へ
の
住
民
や
生

産
者
の
抵
抗
が
強
か
っ
た
た
め
、
自
ら
事
業
実
施
主
体

と
し
て
一
時
保
管
施
設
の
設
置
を
実
施
し
た
。

 

畜
産
課
職
員

「
登
米
市
は
も
と
も
と
肥
育
牛
も
県
内
で
一
番
多
い

で
す
し
、
水
田
地
帯
で
す
か
ら
結
果
的
に
汚
染
稲
わ

ら
が
市
町
村
別
に
見
る
と
一
番
多
い
ん
で
す
。
で
も

率
先
し
て
、
市
有
地
あ
る
い
は
保
有
し
て
い
る
農
家

の
土
地
を
借
り
て
、
合
併
前
の
旧
市
町
村
単
位
に
稲

わ
ら
の
保
管
施
設
を
、
住
民
説
明
会
を
何
度
も
繰
り

返
し
や
り
な
が
ら
、
作
っ
て
い
ま
し
た
」

「
１
回
の
説
明
会
で
、『
分
か
り
ま
し
た
。
協
力
し

月
の
環
境
省
に
よ
る
詳
細
調
査
は
住
民
の
反
対
に
よ
り

現
地
に
入
れ
ず
、
翌
平
成
27
年
８
月
か
ら
再
び
詳
細
調

査
に
入
る
が
、
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

 

循
環
型
社
会
推
進
課
職
員

「
平
成
26
年
10
月
に
は
『
詳
細
調
査
開
始
』
と
な
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
実
際
に
調
査
は
で
き
な
か
っ
た

ん
で
す
ね
。
住
民
の
方
の
反
対
が
あ
り
、
環
境
省
の

職
員
の
方
が
現
地
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
押
し
問
答

み
た
い
な
形
に
な
っ
て
結
局
入
れ
ず
仕
舞
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
て
。
そ
れ
が
何
回
か
続
い
て
結
局

３
候
補
地
と
も
入
れ
ず
年
を
越
し
ま
し
た
」

「
県
内
の
市
町
村
長
の
総
意
と
し
て
『
詳
細
調
査
は

や
る
』
と
知
事
が
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
県

と
し
て
は
環
境
省
に
や
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困
る

と
。
処
分
場
の
建
設
の
話
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く

て
、
現
地
調
査
を
し
な
け
れ
ば
、
候
補
地
の
絞
り
込

み
も
、
そ
も
そ
も
適
格
か
ど
う
か
も
決
ま
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
そ
こ
ま
で
は
や
っ
て
く
れ
、
と
い
う

こ
と
を
ず
っ
と
国
に
申
し
上
げ
て
い
ま
し
た
」

「
結
局
、
平
成
27
年
８
月
に
再
び
『
現
地
調
査
に
入

り
ま
す
』
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
候
補
地
の
３
市
町

と
の
申
合
せ
で
、『
入
る
と
き
は
三
つ
一
緒
だ
』
と
。

環
境
省
は
そ
の
よ
う
に
動
い
て
い
た
ん
で
す
が
、
こ

の
年
も
加
美
町
田
代
岳
の
候
補
地
で
住
民
の
反
対
で

環
境
省
が
入
れ
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
毎
日
行

っ
て
は
入
れ
な
い
。
そ
の
年
も
11
月
に
雪
が
降
る
頃

に
な
っ
て
、
環
境
副
大
臣
が
知
事
の
所
に
き
て
『
今

年
も
調
査
は
で
き
な
い
』
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
２

年
連
続
で
冬
を
越
し
ま
し
た
」

３
候
補
地
を
返
上

平
成
27
年
12
月
～
平
成
28
年
３
月

８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
処
理
方
法
の
検
討

２
年
間
で
詳
細
調
査
が
実
施
で
き
な
い
状
況
下
、
平

ま
す
』
と
は
な
ら
ず
、『
作
ら
な
い
で
ほ
し
い
、
な

ん
で
作
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
』
か
ら
始
ま
っ

て
。『
バ
ラ
バ
ラ
に
保
管
す
る
よ
り
も
、
１
か
所
に

ま
と
め
て
き
ち
ん
と
保
管
し
た
ほ
う
が
安
心
で
す
』

と
、
と
に
か
く
説
明
を
繰
り
返
し
て
、
了
解
を
得
ら

れ
た
所
か
ら
設
置
し
て
い
き
ま
し
た
」

 

東
部
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員

「
稲
わ
ら
が
自
分
の
牛
舎
の
横
に
、
大
量
に
積
ま
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。
あ
の
頃
は
わ
ら
が
見
え
る
と
全

部
危
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
感
覚
で
し
た
か
ら
、

生
産
者
の
方
に
と
っ
て
は
非
常
に
つ
ら
い
場
面
だ
っ

た
か
な
と
。
牛
が
出
荷
で
き
な
い
と
か
い
う
部
分
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
周
り
か
ら
汚
染
物
を
集
め
て
自
分

の
家
の
近
く
に
置
い
て
い
る
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ま

で
持
た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響
も

平
成
23
年
～
平
成
25
年

長
引
く
汚
染
稲
わ
ら
の
保
管
期
間

平
成
23
年
８
月
に
公
布
さ
れ
た「
放
射
性
物
質
汚
染

対
処
特
措
法
」で
は
、
８
０
０
０
Bq
／
㎏
を
超
え
、
国
が

指
定
し
た
廃
棄
物
は「
指
定
廃
棄
物
」と
し
て
国
が
、
そ

れ
以
外
の
物
は「
一
般
廃
棄
物
」と
し
て
市
町
村
が
処
理

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
国
は
、
平
成
24
年
３
月
に

「
指
定
廃
棄
物
の
今
後
の
処
理
の
方
針
に
つ
い
て
」を
示

し
、
指
定
廃
棄
物
の
保
管
状
況
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
都

道
府
県
に
お
い
て
は
、
必
要
な
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
等
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
た
。

一
般
廃
棄
物（
汚
染
稲
わ
ら
含
む
）
は
既
存
の
焼
却

施
設
を
活
用
す
る
こ
と
が
基
本
方
針
と
さ
れ
た
が
、
健

康
へ
の
不
安
か
ら
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
し
て
、

市
町
村
の
焼
却
施
設
へ
の
受
入
れ
は
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
結
果
、
多
く
の
稲
わ
ら
等
が
農
家
の
私
有
地

で
の
保
管
を
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

成
27
年
12
月
に
国
主
催
で
開
か
れ
た
第
８
回
市
町
村
長

会
議
で
は
、
３
市
町
が
そ
ろ
っ
て
候
補
地
の
返
上
を
表

明
。
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
建
設
に
関
す
る
議
論

の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
。
翌
平
成
28
年
３
月
、
県
主

催
で
開
か
れ
た
第
９
回
市
町
村
長
会
議
で
は
、
一
向
に

進
ま
な
い
指
定
廃
棄
物
の
処
理
に
関
し
て
は
一
旦
棚
上

げ
し
、
８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理

を
優
先
す
る
こ
と
を
知
事
が
提
案
し
、
県
内
の
市
町
村

長
の
合
意
を
得
た
。

 

循
環
型
社
会
推
進
課
職
員

「
候
補
地
に
な
っ
た
市
町
村
長
の
中
に
は
、
建
設
は

反
対
だ
け
れ
ど
、
市
町
村
長
会
議
で
の
議
論
を
尊
重

し
、
調
査
だ
け
は
受
け
入
れ
る
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
方
も
い
ま
し
た
が
、『
も
う
我
慢

で
き
な
い
』
と
。
結
局
３
市
町
と
も
に
『
も
う
詳
細

調
査
に
入
る
こ
と
も
認
め
な
い
、
候
補
地
自
体
を
返

上
す
る
』
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
、
12

月
の
会
議
で
す
」

「
全
く
進
む
見
込
み
が
立
た
な
か
っ
た
の
で
知
事
の

方
か
ら
提
案
を
し
て
、『
現
地
調
査
自
体
は
当
面
見

合
わ
せ
て
く
れ
と
環
境
省
の
方
に
申
し
入
れ
る
か
ら
、

そ
の
間
に
今
ま
で
議
論
し
て
い
な
か
っ
た
８
０
０
０

Bq
／
㎏
以
下
の
処
理
を
進
め
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ

う
』
と
い
う
提
案
を
し
て
、
市
町
村
長
に
了
承
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
指
定
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
議
論

は
そ
の
と
き
で
止
ま
っ
て
い
ま
す
」

い
つ
持
っ
て
い
く
ん
だ
？

平
成
28
年
６
月
～
11
月

汚
染
廃
棄
物
調
査
と
処
理
方
針
の
策
定

８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
優

先
す
る
こ
と
で
合
意
が
得
ら
れ
た
た
め
、
県
で
は
平
成

28
年
６
月
か
ら
お
よ
そ
４
か
月
を
か
け
、
県
内
１
２
０�

０
か
所
以
上
の
汚
染
廃
棄
物
の
保
管
量
・
放
射
能
濃

指
定
廃
棄
物
に
該
当
す
る
、
ま
た
は
指
定
廃
棄
物
相

当（
未
指
定
廃
棄
物
）と
さ
れ
て
い
る
稲
わ
ら
の
多
く
は
、

「
稲
わ
ら
一
時
保
管
庫
」を
設
置
し
保
管
し
た
。
設
置
当

初
、
保
管
期
間
は
２
年
間
と
住
民
に
説
明
し
て
き
た
が
、

指
定
廃
棄
物
の
処
分
場
、
処
理
方
法
が
決
ま
ら
ず
、
期

間
を
延
長
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な
っ
た
。

 

東
部
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員

「
最
後
ま
で
保
管
場
所
が
決
ま
ら
な
い
地
域
も
あ
り

ま
し
た
。
な
ん
と
か
こ
こ
に
置
か
せ
て
く
れ
と
い
う

方
と
、
反
対
さ
れ
る
住
民
と
の
間
で
、
今
ま
で
お
互

い
に
う
ま
く
や
っ
て
こ
ら
れ
た
方
た
ち
が
、
口
も
き

け
な
い
よ
う
な
間
柄
に
な
る
状
況
を
見
た
の
は
、
非

常
に
つ
ら
か
っ
た
で
す
」

 

畜
産
課
職
員

「
当
初
は
保
管
か
ら
２
年
後
に
処
理
す
る
予
定
だ
っ

た
も
の
が
、
再
延
長
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
住
民
説

明
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
保
管
し
て
お
く

の
か
と
い
う
質
問
に
は
当
然
答
え
ら
れ
な
い
。
お
願

い
し
ま
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
し
た
」

指
定
廃
棄
物
の
処
理
へ
向
け
て

平
成
24
年
10
月
～
平
成
26
年
１
月

市
町
村
長
会
議
の
開
催

汚
染
稲
わ
ら
の
保
管
期
間
が
長
期
化
す
る
中
、
県
は

「
指
定
廃
棄
物
の
今
後
の
処
理
の
方
針
に
つ
い
て
」の
公

表
を
受
け
、
指
定
廃
棄
物
の
処
理
に
向
け
た
共
通
理
解

を
醸
成
す
る
た
め
、
平
成
24
年
10
月
、
第
１
回
市
町
村

長
会
議
を
開
催
し
、
最
終
処
分
場
を
県
内
１
か
所
に
設

置
す
る
こ
と
で
合
意
を
得
た
。
そ
の
後
会
議
を
重
ね
る

も
、
最
終
処
分
場
の
候
補
地
に
関
し
て
は
意
見
が
ま
と

ま
ら
ず
、
お
よ
そ
１
年
後
の
平
成
25
年
11
月
、
第
４
回

会
議
で
よ
う
や
く
宮
城
県
に
お
け
る
最
終
処
分
場
候
補

地
の
選
定
手
法
に
つ
い
て
合
意
。
こ
れ
を
受
け
、
翌
平

成
26
年
１
月
の
第
５
回
会
議
で
環
境
省
が
詳
細
調
査

度
調
査
を
開
始
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
受
け
、
県

は
同
年
11
月
、
県
主
催
の
市
町
村
長
会
議
に
お
い
て
、

８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
処
理
方
針（
案
）を
提
案
し
た
。

 

循
環
型
社
会
推
進
課
職
員

「
県
が
『
８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
議
論
を
し
ま
し

ょ
う
』
と
言
っ
た
と
き
に
、
市
町
村
長
の
皆
さ
ん
か

ら
『
県
で
音
頭
を
取
り
、
方
針
を
示
し
て
く
れ
』
と

い
う
要
望
を
頂
い
た
の
で
、『
ま
ず
は
県
で
実
態
を

把
握
し
た
い
』
と
い
う
こ
と
で
、
調
査
を
し
た
ん
で

す
。
当
時
、
私
は
班
長
で
し
た
が
『
ざ
っ
と
千
数
百

箇
所
以
上
あ
り
ま
す
け
ど
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？
』

『
で
き
る
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
』
と
上
司
に
言
っ
た
ん

で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
み
る
み
る
う
ち
に
人
が
増
え

て
、
班
員
が
16
人
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
」

「
実
際
外
に
出
て
現
地
を
確
認
す
る
の
が
８
人
。
北

海
道
庁
か
ら
応
援
に
き
て
い
た
だ
い
た
方
を
中
心
に
、

測
定
す
る
業
者
さ
ん
と
施
行
主
の
県
の
職
員
が
立
ち

会
っ
て
、
市
町
村
も
立
ち
会
う
感
じ
で
３
者
が
一
緒

に
な
り
な
が
ら
、
１
２
０
０
〜
１
３
０
０
か
所
く
ら

い
を
３
か
月
間
く
ら
い
で
回
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

保
管
農
家
に
確
認
に
行
け
ば
、
ま
ず
言
わ
れ
る
の
が

『
い
つ
持
っ
て
い
く
ん
だ
？
』
と
い
う
話
で
す
」

困
難
だ
っ
た
県
内
一
斉
焼
却

平
成
28
年
11
月
～
平
成
29
年
７
月

自
圏
域
内
処
理
の
合
意
へ

平
成
28
年
11
月
に
県
が
公
表
し
た
処
理
方
針
案
の
骨

子
は
、「
県
内
全
て
の
自
治
体
が
協
力
し
て
、
通
常
の
一

般
ご
み
と
の「
混
焼
」で
広
域
処
理
を
行
う
」と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
12
月
の
市
町
村
長
会
議
で
は
、

焼
却
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
自
治
体
が
複
数
あ
り
、
堆

肥
化
や
す
き
込
み
の
方
法
を
検
討
す
る
期
間
を
半
年
間

設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
29
年
７
月
の
県
主
催
第

14
回
市
町
村
長
会
議
に
お
い
て
、
各
圏
域
で
方
針
を
決

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅶ 

原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
・
再
生
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で
す
。
皆
さ
ん
腹
の
中
に
原
発
事
故
に
対
し
て
許
せ

な
い
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
の
を
ぶ
つ
け
て

こ
ら
れ
て
い
る
感
じ
も
あ
り
ま
す
し
。
我
々
で
さ
え

そ
う
な
の
で
、
市
町
村
の
皆
さ
ん
は
相
当
言
わ
れ
た

ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
」

信
念
を
持
っ
て
や
り
抜
く

 

循
環
型
社
会
推
進
課
職
員

「
な
か
な
か
皆
さ
ん
の
理
解
が
得
ら
れ
な
く
て
、
同

じ
方
向
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
案
件
だ
と
思
い
ま

す
。
知
事
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
市
町

村
長
会
議
で
ま
と
め
て
い
く
形
で
動
い
て
い
っ
た
の

で
、
そ
う
い
っ
た
信
念
を
持
っ
て
や
り
抜
い
た
と
こ

ろ
は
非
常
に
大
事
だ
っ
た
の
か
な
と
」

行
政
の
枠
を
乗
り
越
え
て
事
が
動
き
始
め
た

 

循
環
型
社
会
推
進
課
職
員

「
８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
と
言
い
出
し
た
の
は
県
で

す
の
で
『
県
が
処
理
方
針
を
出
す
ぞ
』
と
。
本
来
は

『
そ
れ
は
市
町
村
の
業
務
だ
か
ら
市
町
村
で
や
っ
て

く
だ
さ
い
ね
』
と
言
う
と
こ
ろ
を
、
承
知
で
乗
り
越

え
て
行
っ
て
、
市
町
村
長
会
議
の
合
意
が
あ
る
か
ら

で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
け
ど
、
市
町
村
に
入
っ
て
行

っ
て
、
直
接
住
民
の
矢
面
に
も
立
っ
て
。
知
事
や
部

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
た
中
で
一
緒
に
動
い

た
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
や
っ
て
動
く
こ
と
に

よ
っ
て
動
か
な
い
こ
と
も
動
き
始
め
る
ん
だ
な
と
い

う
実
感
は
持
て
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

実
測
し
た
か
ら
説
得
力
を
持
て
た

 

循
環
型
社
会
推
進
課
職
員

「
全
て
現
場
で
実
測
し
て
い
た
の
が
大
き
か
っ
た
。

あ
れ
を
机
上
で
や
っ
て
い
た
ら
結
論
が
違
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
実
測
し
た
か
ら
こ
そ

住
民
説
明
会
で
も
説
得
力
の
あ
る
答
え
が
で
き
た
り
、

保
管
者
さ
ん
と
直
接
接
し
て
い
ま
す
か
ら
、
又
聞
き

で
は
な
く
『
困
っ
て
る
ん
で
す
』
と
い
う
実
情
を
説

明
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
」

応
援
職
員
か
ら
学
ぶ

 

循
環
型
社
会
推
進
課
職
員

「
北
海
道
庁
か
ら
応
援
職
員
を
頂
い
た
ん
で
す
ね
。

環
境
生
活
部
専
門
の
事
務
職
員
の
方
で
、
も
の
す
ご

く
知
識
が
あ
っ
て
、
廃
棄
物
処
理
か
ら
環
境
測
定
ま

で
、
ほ
ぼ
そ
の
方
に
仕
切
っ
て
い
た
だ
い
て
、
非
常

に
助
か
り
ま
し
た
。
今
で
も
他
所
か
ら
き
て
い
る
派

遣
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
う
い
う
方
か
ら

ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
も
ら
う
の
は
す
ご
く
た
め
に
な

る
こ
と
だ
な
、
と
今
思
い
ま
す
」

風
評
被
害
か
ら
立
ち
直
っ
た

 

東
部
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員

「
当
時
畜
産
農
家
が
、
地
域
の
中
で
浮
き
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
稲
わ
ら
を
販
売

し
て
い
る
業
者
さ
ん
た
ち
も
で
す
ね
。
そ
の
人
た
ち

が
ま
た
地
域
の
中
の
畜
産
物
や
農
産
物
作
り
の
中
心

に
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
戻
っ
て

こ
ら
れ
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
」

情
報
管
理
と
説
明
責
任

 

循
環
型
社
会
推
進
課
職
員

「
全
市
町
村
、
県
、
環
境
省
、
そ
う
い
う
た
く
さ
ん

の
人
で
少
し
ず
つ
合
意
形
成
し
て
い
く
と
き
に
、
公

表
前
に
新
聞
記
事
が
出
て
、
順
番
が
違
う
っ
て
御
破

算
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
情
報
管
理
の
難
し
さ

も
感
じ
ま
し
た
。
住
民
説
明
会
で
説
明
を
し
て
い
く

役
割
も
自
ら
負
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
情
報
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
、
県
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
の
難
し
さ

を
ひ
た
す
ら
痛
感
し
た
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

め
て
処
理
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

 
循
環
型
社
会
推
進
課
職
員

「
各
市
町
の
担
当
者
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
と
、

実
際
に
焼
却
場
の
余
力
が
な
い
。
ど
の
廃
棄
物
処
理

施
設
も
そ
う
で
す
が
、
や
は
り
処
分
量
が
ギ
リ
ギ
リ

で
、
し
か
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
て
物
理
的
に
難

し
い
と
い
う
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、

地
域
の
方
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
と
判
断
し

て
い
た
市
町
が
多
か
っ
た
で
す
」

「
県
内
の
圏
域
は
複
数
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
汚
染

廃
棄
物
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
既
に
処
理
を
終
え
た

と
こ
ろ
、
処
理
が
全
然
進
ん
で
な
い
と
こ
ろ
の
三
つ

に
圏
域
は
分
か
れ
て
き
た
ん
で
す
。
我
々
の
方
で
は

悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
対
し
て
処
理
方
法
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
お
伝
え
し
、
一
つ
一
つ
の
事
情

の
掘
り
下
げ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
」

 

放
射
性
物
質
汚
染
廃
棄
物
対
策
室
職
員

「
最
初
は
一
斉
焼
却
と
い
う
方
針
案
で
し
た
が
、
そ

れ
が
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
『
農
林
地
還

元
で
も
Ｏ
Ｋ
だ
し
、
焼
け
る
と
こ
ろ
は
焼
い
て
も
大

丈
夫
で
す
』
と
。
そ
の
代
わ
り
県
全
体
と
し
て
は
、

『
汚
染
廃
棄
物
を
持
っ
て
な
い
市
町
村
は
持
っ
て
い

る
市
町
村
の
家
庭
ご
み
を
引
き
受
け
て
助
け
ま
し
ょ

う
』
と
な
っ
て
、
合
意
し
た
の
が
29
年
７
月
で
す
」

い
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い 

処
理
問
題

平
成
29
年
７
月
～
現
在

試
験
焼
却
開
始
へ

平
成
29
年
７
月
の
合
意
後
も
各
圏
域
で
は
市
町
村
間

で
の
調
整
が
続
い
た
。
同
年
12
月
に
知
事
と
焼
却
予
定

４
圏
域
の
管
理
者
と
の
会
合
が
開
か
れ
、
こ
こ
で
正
式

に
４
圏
域
で
の
焼
却
処
分
を
公
表
。
平
成
30
年
３
月
か

ら
仙
南
、
黒
川
、
石
巻
、
大
崎
の
４
圏
域
に
お
い
て
試

験
焼
却
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
仙
南
、
石
巻
、
大

崎
圏
域
で
の
本
焼
却
や
、
そ
の
他
の
地
域
で
の
農
林
地

還
元
に
よ
り
、
汚
染
廃
棄
物
の
処
理
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
震
災
後
10
年
以
上
を
経
た
現
在
も
一
部
市
町
で

は
、
住
民
と
の
間
で
処
理
に
関
す
る
合
意
が
得
ら
れ
ず
、

最
終
的
な
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

 

放
射
性
物
質
汚
染
廃
棄
物
対
策
室
職
員

「『
焼
却
す
る
方
向
で
や
り
ま
し
ょ
う
』
と
合
意
し

た
後
に
『
誰
が
い
つ
燃
や
す
の
か
、
も
う
１
回
集
ま

っ
て
話
を
し
た
い
』
と
い
う
要
望
が
あ
っ
て
。
平
成

29
年
の
12
月
に
知
事
と
焼
却
予
定
４
圏
域
の
管
理
者

と
の
会
合
を
経
て
、
正
式
に
発
表
し
ま
し
た
。
そ
こ

に
至
る
ま
で
、
市
町
村
の
方
々
は
住
民
説
明
会
を
開

催
し
た
り
、
区
長
さ
ん
の
所
に
行
っ
て
お
話
を
し
た

り
、
何
回
も
何
回
も
説
明
を
繰
り
返
し
て
よ
う
や
く

合
意
形
成
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
市
町
村
の

方
々
も
大
変
御
苦
労
さ
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

「
複
数
の
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
圏
域
で
は
全
て
の

構
成
町
の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
り
、
過
半
数
が
焼

却
賛
成
と
言
え
ば
焼
却
開
始
に
な
る
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。『
焼
却
反
対
』
と
い
う
住
民
の
不

安
の
声
が
強
い
市
町
村
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
簡
単

に
『
う
ち
の
町
は
焼
却
賛
成
』
と
は
言
え
な
い
、
と

い
う
町
も
あ
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
一
歩
進
め
な
い

事
情
が
圏
域
ご
と
に
あ
り
、
そ
こ
に
入
っ
て
調
整
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
方

針
が
決
ま
っ
て
か
ら
試
験
焼
却
に
至
る
ま
で
は
１
年

越
え
て
し
ま
い
ま
し
た
」

「
あ
る
市
は
『
堆
肥
化
で
全
て
処
理
す
る
』
と
い
う

話
を
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
堆
肥
化
施
設
を
設
置

す
る
場
所
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
あ
る
町
も
す
き
込

み
を
し
た
い
ん
で
す
が
、
住
民
の
反
対
を
受
け
て
処

理
で
き
て
い
な
い
。
ま
だ
踏
み
出
せ
て
い
な
い
市
町

が
あ
り
、
最
終
的
に
３
万
６
０
０
０
ｔ
が
い
つ
終
わ

る
の
か
は
現
状
見
通
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

不
安
ゆ
え
に
時
間
が
か
か
る
業
務

 

畜
産
課
職
員

「
放
射
能
に
対
す
る
す
ご
い
不
安
が
あ
る
か
ら
こ
そ

当
然
反
対
す
る
。
自
分
の
近
く
に
は
置
か
な
い
で
く

れ
、
早
く
持
っ
て
い
っ
て
く
れ
と
な
り
ま
す
。
放
射

能
は
当
然
見
え
な
い
で
す
し
、
知
識
が
な
か
な
か
な

い
と
い
う
の
が
不
安
の
も
と
に
な
っ
て
、
時
間
が
か

か
る
と
い
う
の
が
携
わ
っ
て
み
て
の
感
想
で
、
そ
れ

は
こ
ち
ら
と
し
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
な
と
」

個
人
に
負
担
を
押
し
付
け
な
い

 

東
部
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員

「
保
管
庫
を
作
る
と
き
に
地
区
の
区
長
さ
ん
に
活
躍

し
て
も
ら
う
場
面
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
こ
を

前
面
に
出
し
過
ぎ
ち
ゃ
う
と
、
２
年
と
い
う
約
束
を

守
れ
な
か
っ
た
と
き
に
、
区
長
さ
ん
に
す
ご
い
負
担

が
の
し
か
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
個
人
に
は
、

負
担
を
負
わ
せ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

繰
り
返
し
情
報
を
伝
え
る

 

畜
産
課
職
員

「
１
回
だ
け
で
は
な
く
て
、
繰
り
返
し
情
報
を
伝
え

る
こ
と
が
、
不
安
を
少
な
く
し
て
い
く
、
小
さ
く
し

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
何
回
か
話
を
す
る

中
で
逆
に
こ
ち
ら
の
信
頼
も
得
て
い
く
と
い
う
か
」

ひ
た
す
ら
説
明
す
る
し
か
な
い

 

循
環
型
社
会
推
進
課

「
説
得
す
る
す
べ
は
な
い
で
す
ね
。
ひ
た
す
ら
説
明

を
す
る
ん
で
す
。
技
術
的
な
話
も
入
っ
て
く
る
の
で
、

一
生
懸
命
分
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
と
す
る
ん
で

す
け
ど
、
や
は
り
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
平
行
線
に
な

っ
て
し
ま
う
部
分
は
正
直
あ
り
ま
す
。
元
々
全
員
被

害
者
な
ん
で
す
。
何
Bq
と
か
あ
ん
ま
り
関
係
な
い
ん

「
農
家
の
方
々
が
今
も
継
続
し
た
直
接
的
な
被
害
者

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。『
い
つ
に
な
っ
た
ら
な
く
な

る
ん
だ
』
と
い
う
の
は
今
で
も
言
わ
れ
る
こ
と
で
す

の
で
。
そ
の
方
の
負
担
を
取
り
除
い
て
少
し
で
も
早

く
処
理
を
進
め
る
た
め
に
、
現
場
で
直
接
処
理
を
す

る
市
町
村
の
方
に
対
し
て
ど
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
る
か
模
索
し
な
が
ら
今
業
務
を
し
て
い
ま
す
」

災
害
対
応
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

自
粛
要
請
が
正
解
だ
っ
た

 

畜
産
課
職
員

「
酪
農
家
さ
ん
の
所
に
行
っ
た
と
き
、
稲
わ
ら
を
試

し
に
調
べ
た
ら
ち
ょ
っ
と
高
い
数
字
が
出
た
の
で
、

『
こ
れ
食
べ
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
』と
い
う
話
を

し
ま
し
た
。
酪
農
家
さ
ん
か
ら『
余
計
な
こ
と
し
て
』

と
す
ご
く
怒
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
『
あ
の
と

き
、止
め
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
』
と
言
わ
れ
た
ん

で
す
。
あ
の
判
断
は
正
し
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」

ト
ッ
プ
の
判
断
と
事
務
方
の 

作
業
の
組
み
合
わ
せ
が
重
要

 

畜
産
課
職
員

「
事
務
方
と
し
て
業
務
を
こ
な
し
て
い
た
ん
で
す
け

ど
、
ど
う
し
て
も
放
射
能
の
よ
う
な
業
務
は
賛
成
反

対
の
問
題
で
行
き
詰
ま
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
政
治

判
断
と
い
う
の
も
出
て
く
る
の
で
、
そ
の
政
治
判
断

と
事
務
方
の
業
務
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
の
が
大
変

重
要
な
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
」

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

放射性物質汚染廃棄物
対策室

循環型社会推進課 循環型社会推進課

放射性物質汚染廃棄物
対策室

循環型社会推進課 循環型社会推進課

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

参
照

記
録
誌
等

・�

東
日
本
大
震
災
～
宮
城
県
環
境
生
活
部
の
活
動
記
録
～

（
宮
城
県
環
境
生
活
部
環
境
生
活
総
務
課
・
平
成
25
年
７

月
）

・�

東
日
本
大
震
災
―
宮
城
県
の
発
災
後
１
年
間
の
災
害
対

応
の
記
録
と
そ
の
検
証
―（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・

平
成
27
年
３
月
）

・�

東
日
本
大
震
災
～
復
旧
・
復
興
に
係
る
宮
城
県
農
林
水
産

部
の
対
応
記
録
～
第
２
集（
平
成
24
～
27
年
度
）（
宮
城
県

農
林
水
産
部
・
平
成
29
年
９
月
）

・
宮
城
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

畜産課東部家畜保健衛生所 畜産課

Ⅶ 

原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
・
再
生


